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御 

挨 

拶

　

拝
啓　

師
走
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
於
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
本
年
十
月
一
日
「
関
東

東
北
豪
雨
」
に
よ
る
被
災
地
お
見
舞
い
の
た
め
、
茨
城
県
に
行
幸
啓
遊
ば

さ
れ
ま
し
た
。
悲
し
く
も
一
人
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
堤
防
決
壊

現
場
に
て
、
陛
下
は
冷
た
い
雨
の
降
り
し
き
る
中
傘
も
さ
さ
ず
に
黙
礼
な

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
者
が
避
難
生
活
を
送
る
施
設
に
も
ご
慰
問
に

な
り
、
被
災
者
と
直
接
の
ご
懇
談
で
は
「
復
興
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
か

れ
る
よ
う
願
っ
て
ま
す
」
と
労
り
の
言
葉
を
お
か
け
に
な
ら
れ
、
救
助
活

動
に
尽
力
し
た
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
等
の
関
係
者
ら
に
も
慰
労
の
言
葉

を
お
述
べ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
私
共
は
こ
の
大
御
心
に
少
し
で
も
報
い
奉

る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
度
の
被
害
に
遭
わ

れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皇
太
子
殿
下
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
「
第
三
十
九
回
全
国
育
樹

祭
」
（
揖
斐
川
町
谷
汲
名
礼
）
に
御
臨
席
賜
り
ま
し
た
。
殿
下
は
式
典
の

中
で
「
災
害
に
強
い
森
林
・
森
林
の
多
面
的
重
要
性
・
森
林
生
育
技
術
の

継
承
」
を
説
か
れ
、
こ
の
活
動
が
当
地
か
ら
世
界
へ
、
そ
し
て
未
来
に
繋

が
る
事
を
強
く
願
わ
れ
お
言
葉
を
結
ば
れ
ま
し
た
。
神
社
界
に
お
き
ま
し

て
も
、
「
鎮
守
の
杜
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
に
日
に
厳
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
方
と
共
に
相
互
理
解
を
深
め
、
次
世

代
に
「
変
わ
ら
な
い
鎮
守
の
杜
」
を
引
き
継
ぐ
べ
く
、
尚
一
層
尽
瘁
せ
ね

ば
な
ら
な
い
想
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
年
を
清
々
し
く
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
職
員
一
同
万
全
の

正
月
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
御
首
の
大
神
様
の
御
神

徳
を
漏
れ
な
く
拝
受
さ
れ
、
愈
々
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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告

り
ま
す
末
廣
稲
荷
神
社
の
例
祭
を
滞
り

な
く
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　

拝
殿
前
に
続
く
参
道
に
は
、
総
代
役

員
を
始
め
多
く
の
崇
敬
者
の
ご
参
列
が

あ
り
、
氏
子
地
区
の
子
ど
も
等
が
趣
向

を
凝
ら
し
て
描
い
た
行
灯
が
両
側
に
多

数
掲
げ
ら
れ
、
例
祭
に
華
を
添
え
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
五
時
半
か
ら
は
、
子
ど
も
夏
祭

り
が
開
催
さ
れ
、
子
供
達
の
賑
や
か
な

声
が
境
内
一
円
に
響
き
、
午
後
六
時
を

過
ぎ
ま
す
と
、
一
斉
に
行
灯
に
ロ
ー
ソ

ク
の
柔
ら
か
い
火
が
灯
り
幻
想
的
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
お
り
ま
し
た
。

▼
西
宮
神
社
（
相
殿
社
）
例
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
十
七
日

　

当
神
社
の
西
宮
神
社
は
、
商
売
繁
盛

事
業
繁
栄
の
御
神
徳
で
有
名
な
兵
庫
県

西
宮
市
に
御
鎮
座
さ
れ
ま
す
西
宮
神
社

よ
り
御
分
霊
を
賜
り
、
蛭
子
命
を
お
祀

り
し
て
お
り
ま
す
。
（
本
殿
内
向
か
っ

て
左
側
に
ご
鎮
座
）

　

当
日
は
、
宮
司
以
下
祭
員
に
よ
り
、

滞
り
な
く
斎
行
致
し
ま
し
た
。

▼
夏
越
大
祓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
九
日

　

大
祓
式
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
多
く
の

崇
敬
者
が
見
守
る
中
、
厳
粛
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
事
は
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
内
に
受
け
犯
し
た
罪
や
穢
れ

を
祓
い
清
め
、
災
厄
か
ら
逃
れ
幸
福
を

得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
清
浄
を
重

ん
じ
る
神
道
に
お
い
て
は
、
古
来
か
ら

変
わ
ら
ぬ
大
切
な
年
中
行
事
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
祓
式
斎
行
後
、
古
式
に
従
い
茅
の

輪
を
く
ぐ
り
、
拝
殿
前
で
二
礼
二
拍
手

一
礼
を
行
い
神
事
が
納
ま
り
ま
す
。

　

尚
、
皆
様
が
罪
や
穢
れ
を
託
さ
れ
ま

し
た
人
形
は
、
祭
員
に
よ
り
忌
み
火
に

て
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま
し
た
。

▼
長
寿
祈
願
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
五
日

　

旧
敬
老
の
日
に
当
た
る
九
月
十
五

日
に
、
大
垣
市
宇
留
生
地
区
の
長
寿

会
在
籍
の
皆
様
を
お
招
き
し
て
、
ご

神
前
に
て
益
々
の
ご
健
康
と
御
長
寿

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

▼
神
明
神
社
（
境
内
社
）
例
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
七
日

　

天
照
大
御
神
を
お
祀
り
す
る
お
社

で
、
本
殿
の
北
西
に
鎮
ま
り
ま
す
。

定
刻
、
滞
り
な
く
例
祭
を
斎
行
い
た

し
ま
し
た
。

▼
末
廣
稲
荷
神
社
（
境
内
社
）
例
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

八
月
九
日

　

京
都
の
伏
見
稲
荷
神
社
よ
り
御
分
霊

を
賜
り
、
宇
加
之
霊
を
お
祀
り
し
て
お
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▼
新
嘗
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
三
日

　

秋
の
稔
り
に
感
謝
し
、
今
年
の
初
物

を
神
様
に
食
し
て
頂
き
、
ご
皇
室
の
繁

栄
・
併
せ
て
国
家
の
安
泰
を
祈
願
い
た

し
ま
し
た
。

　

祭
典
の
お
供
え
物
の
内
、
左
画
像
中

央
の
稲
穂
は
今
年
の
春
先
に
神
饌
田
に

て
宮
司
自
ら
手
植
え
し
ま
し
た
苗
を
、

職
員
が
手
探
り
で
育
て
て
き
ま
し
た
稲

穂
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

収
穫
量
は
、
僅
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ご
祈
祷
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し

た
方
々
に
撤
下
品
（
お
さ
が
り
）
と
し

て
お
頒
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
崇
敬
者
の
皆
様
か

ら
「
今
年
の
お
米
が
獲
れ
ま
し
た
」
・

「
新
米
を
お
供
え
し
て
下
さ
い
」
と
相

継
い
で
奉
納
し
て
頂
き
、
大
切
に
ご
神

前
に
お
供
え
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

▼
崇
敬
会
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
三
日

　

崇
敬
会
大
祭
は
、
御
首
の
大
神
様
に

無
病
息
災
や
家
内
安
全
等
の
御
守
護
を

戴
く
、
崇
敬
会
会
員
の
た
め
の
一
年
に

一
度
の
大
祭
で
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
県
内
外
よ
り
多
く
の
会
員
の

方
が
ご
参
列
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
祭
典
で

は
参
列
さ
れ
た
崇
敬
会
員
の
お
名
前
を

祝
詞
の
中
で
読
み
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
事
斎
行
後
に
は
各
自
金
幣

串
を
奉
り
て
拝
礼
頂
き
、
大
祭
祈
祷
神

符
並
び
に
大
祭
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

崇
敬
会
か
ら
の
ご
奉
納

崇
敬
会
か
ら
の
ご
奉
納

一
、
御
首
神
社
鳥
居
前
特
大
幟

一
、
末
廣
稲
荷
神
社
参
道
幟

一
、
拝
殿
西
側
壁
代

　

ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
七
五
三
詣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
中
旬
よ
り

　

今
年
も
十
月
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
可

愛
く
着
飾
っ
た
お
子
様
の
手
を
引
い
た

ご
家
族
が
、
七
五
三
の
ご
祈
祷
を
お
受

け
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
十
一
月
十
五
日
（
日
）
に
は
、

多
く
の
ご
家
族
が
七
五
三
詣
り
に
お
見

え
に
な
り
、
境
内
は
華
や
か
な
衣
装
と

子
供
達
の
元
気
な
声
で
満
ち
溢
れ
と
て

も
賑
や
か
で
し
た
。

　

ま
た
、
境
内
参
道
沿
い
に
あ
り
ま
す

七
五
三
参
拝
記
念
看
板
の
前
に
は
、
記

念
撮
影
待
ち
の
ご
家
族
の
列
が
夕
刻
ま

で
出
来
て
お
り
ま
し
た
。

（
一
対
）

（
二
対
）

（
一
垂
）

▼
月
次
祭

　
　
　

毎
月 

 

一
日 

二
十
日

諸 
祭 

典
（
抜
粋
）
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神
社
に
つ
い
て

神
社
に
つ
い
て
　
『『  

手手  

水水  

舎舎  

』』

　

神
社
で
参
拝
す
る
際
は
、
ま
ず
鳥
居

を
く
ぐ
り
参
道
を
進
み
ま
す
。
神
社
の

境
内
に
は
「
手
水
舎
（
て
み
ず
や
）
」

が
ご
ざ
い
ま
す
。
屋
根
と
柱
の
み
の
建

物
の
中
に
、
龍
の
口
か
ら
出
で
た
る
流

水
を
満
た
し
た
水
盤
が
置
か
れ
、
柄
杓

が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
事
が
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
中
に
は
、
建
家
も
無
く

蛇
口
だ
け
の
簡
易
的
な
も
の
も
あ
り
ま

し
ょ
う
。
語
源
は
手
を
洗
う
水
を
「
て

み
ず
」
と
称
し
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り｢

ち
ょ
う
ず
や
」

と
も
読
ん
だ
り
し
ま
す
。

　

手
水
は
、
参
拝
に
先
立
ち
手
と
口
を

濯
ぐ
こ
と
で
身
体
と
心
を
清
め
る
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
「
禊
（
み
そ
ぎ
）

」
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

神
職
は
神
事
の
前
に
「
潔
斎
（
け
っ

さ
い
）
」
（
湯
水
で
身
体
と
心
を
清
め

る
）
を
行
い
、
更
に
は
祭
典
直
前
に
も

「
手
水
の
儀
」
を
い
た
し
ま
す
が
、
そ

の
場
合
は
手
水
具
（
手
水
桶
・
水
受
・

拭
紙
及
び
拭
紙
受
）
を
設
け
て
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
但
し
、
神
社
に
よ
っ
て
は

手
水
舎
で
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

古
く
は
、
伊
勢
神
宮
の
五
十
鈴
川
の

よ
う
に
湧
水
や
川
の
清
水
が
神
拝
に
先

立
っ
て
利
用
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
全
て
の
神
社
に
必
ず
し

も
湧
水
や
川
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
手
水
舎
が
建
て
ら
れ
た
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
「
手
水
な
く

し
て
参
拝
叶
わ
ず
〜
」
と
も
申
し
ま
し

て
手
水
の
重
要
性
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
神
社
に
ご
参
拝
の
折
り
に
は

手
水
作
法
に
従
い
ま
し
て
、
丁
寧
に
手

水
を
行
わ
れ
、
身
体
も
心
も
共
に
清
め

ら
れ
ま
し
て
か
ら
御
神
前
に
お
進
み
い

た
だ
く
と
宜
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
一
般
的
な
手
水
の
作
法

を
下
の
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
会
は
、
「
古
来
首
よ
り
上

の
諸
病
を
憂
う
る
者
此
の
社
に

願
え
ば
霊
験
あ
ら
た
か
‥
‥ 

」

と
伝
わ
り
し
御
首
神
社
の
御
神

徳
に
感
謝
し
、
ご
家
族
の
諸
病

平
癒
・
無
病
息
災
・
家
内
安
全

生
業
繁
栄
並
び
に
子
孫
繁
栄
を

願
う
崇
敬
者
の
会
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
望
ま
れ
ま
す
方
は
、

社
務
所
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

早
々
に
案
内
資
料
を
ご
用
意
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。

・
入
会
報
告
祭
の
実
施

・
誕
生
特
別
祈
祷
の
実
施

　

及
び
祈
祷
神
符
の
授
与

・
主
要
祭
典
の
ご
案
内

・
昇
殿
参
拝

個
人　

三
千
円
〜

家
族　

五
千
円
〜

特
別　

一
万
円
〜

法
人　

二
万
円
〜

名
誉　

三
万
円
〜

崇
敬
会
入
会
の
ご
案
内

会
員
の
種
類
と
年
会
費

会
員
の
特
典
　(

抜
粋)

 

〈
お
問
い
合
せ
先
〉

　

 

神
社
社
務
所
ま
で

　

 

〇
五
八
四
―

九
一
―

三
七
〇
〇

①
ま
ず
、
右
手
で
柄
杓
を
持
ち
、

　
手
水
鉢
か
ら
水
を
汲
み
、

　
左
手
に
か
け
て
清
め
ま
す
。

②
次
に
、
左
手
に
柄
杓
を

　
持
ち
替
え
、

　
右
手
に
か
け
て
清
め
ま
す
。

③
あ
ら
た
め
て

　
右
手
で
柄
杓
を
持
ち
な
お
し

　
左
手
に
水
を
た
め
、
そ
の
水
で

　
口
を
す
す
ぎ
ま
す
。

　
最
後
に
も
う
一
度
左
手
に
か
け
て

　
清
め
て
、
柄
杓
を
元
の
位
置
に

　
戻
し
て
終
わ
り
ま
す
。

手
水
の
作
法

手
水
の
作
法
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年
祝
い
の
皆
さ
ん

年
祝
い
の
皆
さ
ん

ご
祈
祷
を
お
受
け
に
な
り

　
　
健
康
な
毎
日
を

　
　
　
　
過
ご
し
ま
し
ょ
う

八
方
ふ
さ
が
り
の

八
方
ふ
さ
が
り
の

　
　
皆
さ
ん

　
　
皆
さ
ん

高島暦参考

方位図

八方ふさがり早見表

〈
抜
粋
〉

白寿 99歳 大正  7 年生

米寿 88歳

古稀 70歳

喜寿 77歳

卒寿 90歳

昭和 22年生

昭和 15年生

昭和 12年生

昭和  4 年生

昭和 ２ 年生

傘寿 80歳

年祝い早見表 (数え歳）

10年生
19年生
28年生
37年生
46年生
55年生
元年生

10年生

19年生

平
成

昭

和

　 

お
守
り
の
ご
紹
介

お
守
り
の
ご
紹
介

●
厄
除
御
守　
　

初
穂
料
七
〇
〇
円

干支土鈴さくら鈴

＊その他多数の授与品・縁起物（数量限定）がございます＊

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
九

種
類
の
お
守
り
が
新
た
に
謹
製
さ
れ
ま

し
た
。

　

尚
、｢

病
気
平
癒
御
守｣ 

・｢

交
通
安

全
絵
馬｣

 

・｢

む
す
び
御
守｣

 

・｢

祈
願

絵
馬 ｣

に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
通
り

お
受
け
頂
け
ま
す
。

●
健
康
御
守　
　

初
穂
料
七
〇
〇
円

●
合
格
御
守　
　

初
穂
料
八
〇
〇
円

●
学
業
御
守　
　

初
穂
料
五
〇
〇
円

●
交
通
安
全
御
守　

初
穂
料
五
〇
〇
円

●
開
運
十
二
支
御
守

　
　
　
　
　
　
　

初
穂
料
七
〇
〇
円

●
安
産
御
守　
　
　

初
穂
料
七
〇
〇
円

●
学
業
・
交
通
安
全
御
守

　
　
　
　
　
　
　

初
穂
料
一
〇
〇
〇
円

●
八
方
除
御
守

授与品・縁起物新年

祈願絵馬

（
他
四
色
有
）

（
全
干
支
有
）

新新

　

、

初穂料 500円 初穂料 500円 初穂料 800円

【注
意
】 

「合
格
御
守
」
は
、
十
二
月
中
頃

　
　
　
　
　

に
な
り
ま
す
。

平成28年 平成28年

初
穂
料
七
〇
〇
円



http://www.mikubi.or.jp/

（６）御 首 神 社 社 報

御

首

神

社

社

務

所

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
五
八
四)

九
一
―
三
七
〇
〇 

　
　

Ｅ
メ
ー
ル 

 syam
usyo@

m
ikubi.or.jp

岐
阜
県
大
垣
市
荒
尾
町
一
二
八
三
の
一

平成27年12月1日

厄 年 表

歳 前厄 本厄 後厄
 昭和  昭和  昭和

６１歳 32 31 30
         年生         年生          年生

 昭和  昭和  昭和

４２歳 51 50 49
         年生         年生          年生

平成 平成 平成

２５歳 5 4 3
         年生         年生          年生

男

歳 前厄 本厄 後厄
 昭和  昭和  昭和

３７歳 56 55 54
         年生         年生          年生

 昭和  昭和  昭和

３３歳 60 59 58
         年生         年生          年生

 平成  平成  平成

１９歳 11 10 9
         年生         年生          年生

女

平成28年 （数え歳）

　

鏡 

餅 

料
（ 

十
二
月
末
ま
で
受
付 

）

　
　

・
正
月
三
日
間
、
鏡
餅
を
御
神
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
供
え
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
千
円
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
申
込
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り
ま
す
。

▼
月
次
祭

▼
元
旦
祭

▼
祈
年
祭

▼
鍬
山
神
社
例
祭

▼
南
宮
神
社
例
祭

▼
お
田
植
え
祭

▼
農
休
祭

諸 

祭 

典
（
抜
粋
）

料

受
付
中
で
す

正
月
御
供

餅

鏡

　

＊
お
下
が
り
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

＊
郵
送
・
書
留
等
に
よ
る
申
込
受
付

　
　

中
。
詳
細
は
社
務
所
ま
で
。

  
   
   
   
   

初
祈
祷
は
、
元
旦
祭

  
   
   
   
 

終
了
後
（
元
旦
午
前
零

  
   
   
   
 

時
半
頃
）
よ
り
お
仕
え

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
多
数
の
皆
様
が
我
先
に
と
御

祈
祷
（
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
各
種

受
験
合
格
・
病
気
平
癒
祈
願
な
ど
）
を

お
受
け
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

輝
か
し
い
年
の
初
め
に
、
ご
家
族
お

揃
い
で
お
参
り
下
さ
い
。

平
成
二
十
八
年

初
祈
祷
の
ご
案
内

　

正
月
御
供
（ 

一
月
末
ま
で 

受
付 

）

　
　

・
酒
類
・
お
餅
・
米
・
野
菜
・
果
物

　
　

・
菓
子
な
ど

▼
左
義
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
十
五
日

　

一
年
間
ご
守
護
頂
き
ま
し
た
御
神
符

や
御
守
に
併
せ
、
注
連
縄
・
注
連
飾
り

の
類
に
い
た
る
ま
で
、
感
謝
を
込
め
て

お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
。

祭 

事 

案 

内

▼
浄
火
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
三
日

　

ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
金
幣

串
や
紅
白
串
を
は
じ
め
、
皆
様
が
祈
願

奉
納
さ
れ
ま
し
た
絵
馬
や
帽
子
を
忌
み

火
に
て
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
に
限
り
、
各
ご
家
庭
で
不
要
に

な
り
ま
し
た
帽
子
も
お
焚
き
上
げ
い
た

し
ま
す
。　

（
午
前
中
に
限
り
ま
す
）

▼
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
二
日

　

当
神
社
で
最
も
大
切
で
、
一
番
大
き

な
お
祭
り
に
な
り
ま
す
。
午
後
三
時
の

神
事
に
は
神
社
庁
よ
り
献
幣
使
を
お
迎

え
し
、
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
朝
に
は
子
供
神
輿
が
巡

幸
し
、
境
内
に
は
露
天
が
並
び
、
特
設

舞
台
で
は
氏
子
区
域
の
子
ど
も
達
に
よ

る
打
ち
囃
子
の
披
露
等
が
行
わ
れ
、
終

日
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

▼
年
越
大
祓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
三
十
日

　

神
事
は
拝
殿
前
に
て
斎
行
致
し
ま
す
。

　

皆
様
が
、
新
し
い
年
を
気
持
ち
よ
く

迎
え
る
た
め
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
受
け
犯
し
て
い
る
罪
・
穢
れ
を
人
形

（
ひ
と
が
た
）
に
託
し
、
忌
み
火
を
以

て
焚
き
上
げ
ま
す
。

　

人
形
は
社
務
所
・
拝
殿
前
等
に
用
意

し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご

参
拝
の
際
に
人
形
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
身
体
を
撫
で
息
を
吹
き
か
け
、

専
用
封
筒
（
左
の
画
像
参
照
）
で
お
志

し
と
共
に
社
務
所
へ
ご
提
示
下
さ
い
。

　
　
　

編
集
後
記

 
 
 

今
号
は
「
新
お
守
り
の
ご
紹
介
」
頁

を
繰
り
入
れ
ま
し
た
の
で
、｢

神
職
へ
の

質
問 

 
 
 
 

」
を
休
載
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ


